
１０教育 

 １幼稚園 

現状 

 新居浜市には、公立２園、私立１２園があるが入園率は低く、社会状況の

変化により幼稚園より保育園を選択する傾向にある。別子山村には幼稚園は

ない。 

課題 

 合併後も幼稚園が新設される可能性は低く、別子山村で幼稚園へ通園希望

者が有る場合は交通手段の確保が必要。 

 

 

  



２小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

 新居浜市には児童数1,000人余りの中萩小学校から別子山村小学校と同規

模の大島小学校まで１７校あり格差は大きく学校教育が効果的に行われるに

は適正な規模が必要。 

課題 

 地理的な条件の違いから学校における地域間格差を埋めることや市内全体

での大会等距離的な問題も実務レベルでは少なからず問題になると考えられ

る。別子山村小学校は中学校と併設されており児童数の状況、施設の老朽化

も考慮し、小学校と中学校の統合などの効率的な学校運営の検討が必要。 

効果 

 学校間の交流により特色ある学習活動が展開できる。 

 



 ３中学校 

現状 

 新居浜市には１０校あり小学校ほどの規模差はなく平均４１０人となって

いるが、小中ともに通学区域の変更や区域指定の弾力化が求められている。 

課題 

 地理的な条件の違いから学校における地域間格差を埋めることや市内全体

での大会等距離的な問題も実務レベルでは少なからず問題になると考えられ

る。別子山村中学校は小学校と併設されており児童数の状況、施設の老朽度

で統廃合、分校化の検討が必要。また給食費に格差があり検討が必要 

効果 

 学校間の交流により特色有る学習活動が展開できる。 

 

 ４学校給食 

 

 

 

 

 

 



現状 

 新居浜市の小学校は１校を除き自校方式、中学校は１０校中９校がセンタ

ー方式で実施している。別子山村は小中が自校方式（１調理場）で実施して

いる。 

課題 

 給食費、調理場の施設整備の整備度、学校給食への取組度合いの格差の調

整是正と衛生管理指導、給食会活動等の統一徹底、均衡性確保の手だての検

討が必要 

 

 ５高等学校 

現状 



 新居浜市には県立高校が５校あり、定員が１，３２０人、国立高等専門学

校が１校あり定員２００人。別子山村には高校はなく伊予三島方面へ定期バ

スで通学するか下宿等で対応している。 

課題 

 新居浜市の高校に通学希望がある場合交通手段の検討が必要。 

６大学・高専・専門学校の状況 

現状 

 新居浜工業高等専門学校は圏域唯一の国立の高等教育機関であり専攻科の



設置、施設の充実を図っているが、高専を含め圏域内の高等教育機関への進

学希望者は賄いきれず圏域外へ流出している。 

課題 

 少子化、独立行政法人の問題等、高専を取り巻く環境は厳しくなっており、

時代に即応した高専になるようその対応が必要である。 

 

 ７社会教育の状況 

現状 

 公民館の役割は重要になってきており、地域の特性を生かした事業を実施

しており、新居浜市は各小学校区１館の１７館、別子山村には１館の公民館

がある。 

課題 

 連絡会等会合のあり方を検討する必要がある。 

効果 

 公民館の交流をとおしてお互いの特性を生かした講座等の推進が図られる。 

 

 

 

 

 

 



 ８文化施設の状況 

 

現状 

 新居浜市には、地域の重要テーマである別子銅山にゆかりのある博物館が

２館、地域の総合博物館としての郷土美術館がある。別子山村には、ホール、

図書館、郷土館的なものはなく文化施設としてふるさと館が有る。 

課題 

 図書においては団体貸し出し、また、交通手段の確保が必要である。 

効果 

 別子銅山という共通の文化歴史のテーマをもった施設があり、ソフト面の

育成が期待できる。 

 

  

 

 

 



９社会体育施設の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

 新居浜市では、住民に密着した体育施設を国領川河川敷ゾーン、山根地区

にもっている。また、市営サッカー場は県内でも有数の施設である。 

課題 

 各施設とも地域密着型の施設のため大規模な試合を誘致できない。 

 

 

１０青少年センター 

 

 

 

 

 

現状 



 新居浜市は国庫補助のセンターが設置されており約２００名の補導委員が

活動しているが、高齢化が進んでいる。 

課題 

 連絡会等会合のあり方を検討する必要がある。 

 

１１文化財の状況 

現状 

 新居浜市では、突出して市指定文化財件数が多い。県指定文化財について

も同様のことがいえるが、国指定の文化財については全体として少ない。 

課題 

 文化財保護について、別子山村に生息する植物などに対応できるよう検討

が必要。 

効果 
 共通の文化歴史をもっているため文化財関連の幅が広がり、ソフト面の育成が期待でき

る。 

 

１２生涯学習 



現状 

 生涯学習に関する住民ニーズの高まりと多様化が著しく今後ますます重要

となる。 

課題 

 住民ニーズに応える講座の計画と連携の強化 

効果 

 別子銅山に関係する講座の希望が多く、合併による新しい講座の開設が容

易になる。 
 


